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興部市街拡大 津波ハザードマップ
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沙留市街拡大 津波ハザードマップ
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火災対策について 暴風雪対策について

消火器は、火災の起きている場所の近くまでは片手または両手
で搬送し、消火に安全な場所、概ね７、８メートルまで近づきます。
そこで操作をしないと運んでいる間に誤射し、火災現場に到着し
た時には、放射し終わってしまうこともあります。消火器が重く、
片手で運べない人は、両手で抱えるように搬送し、障害物にぶつ
けないよう気をつけて運びます。

①消火器の使い方は、まず最初に黄色の安全ピンを引き抜きま
す。②次にホースを外し火元に向けます。③そしてレバーを強く
握って放射します。消火器が重いときは、消火器を置いたままレ
バーを握って放射する方法もあります。

放射の際は、火の根元をねらって、手前からほうきで掃くように
消火剤を放射して下さい。消火剤を効果的に放射するため、ま
た、自分の身を守るために消火器は風上から放射します。
室内においては、逃げ道を確保し、出入り口を背に放射します。
放射時間や放射距離は、本体に必ず表示してありますので確認
しておくと良いでしょう。

ホースは、先端を持ちましょう。ホースの途中を持つとホースの圧
力などからねらいが定まらず、的確な場所に放射できない恐れ
があります。

火災対策について

防火防災訓練への参加、
戸別訪問などにより、
地域ぐるみの
防火対策を行う

お年寄りや身体の
不自由な人は、
避難経路と避難方法を
常に確保し、備えておく

火災を小さいうちに
消すために、
消火器等を設置し、
使い方を確認しておく

火災の拡大を防ぐために、
部屋を整理整頓し、寝具、
衣類及びカーテンは、
防炎品を使用する

火災の早期発見のために、
住宅用火災警報器を
定期的に点検し、
10年を目安に交換する

火災の発生を防ぐために、
ストーブやこんろ等は
安全装置の付いた
機器を使用する

コンセントは
ほこりを清掃し、
不必要なプラグは
抜く

こんろを使うときは
火のそばを離れない

ストーブの周りに
燃えやすいものを
置かない

寝たばこは絶対に
しない、させない

放射する

出典：消防庁ホームページを加工して作成

いのちを守る10のポイント

出典：消防庁ホームページ防災・危機管理eカレッジを加工して作成(https://www.fdma.go.jp/relocation/e-college/index2.html)

風で運ばれた雪が、建物や車などでさえぎられた場所にたまる現象です。吹きだまり
・積雪 20cm程度でも車が発進できなくなる場合があります。
・住宅ではFF暖房機などの給排気口がふさがれると、一酸化炭素中毒の
　恐れがあります。

・視界が悪く、交通事故を起こす危険性があります。
・吹きだまりで見えず、立ち往生する恐れがあります。
・方向感覚がなくなり自分の位置がわからなくなります。
・体温が奪われ低体温症になる恐れがあります。
・車からは歩行者が見えにくいことがあります。

暴風雪とは、雪を伴った強い風が吹くことです。基本知識

車に積んでおくとよいもの

◆こんなときは要注意
気象台から「数年に一度の猛吹雪」「外出を控えてください」
などの情報が発表されたら、厳重に警戒しましょう。

◆やむを得ず車で外出するとき
・車が立ち往生することを想定して、準備しましょう。
・十分に燃料があることを確認しましょう。

積雪
15㎝ 吹きだまり

すすめる

吹きだまり

すすめない
積雪
20㎝

目線の高さ1.2ｍ

スコップ
軍手

シガーソケット充電器

長靴 スノーブラシ 毛布
タイヤ
チェーン

バッテリーケーブル

けん引ロープ

●歩行中や屋外で作業中のとき

◆道路緊急ダイヤル

・コンビニなど建物に移動して天気の
  回復を待ちましょう。

●家の中にいるとき
・給排気口がふさがれていないか確認しましょう。
・吹きだまりの状況をみて出入口を除雪しましょう。

●車を運転しているとき
・道の駅、コンビニなどで天気の回復を待ちましょう。
・気象情報や道路情報を確認しましょう。

●途中で立ち往生をしてしまったとき
・追突されないように、ハザードランプを点滅して、
  三角停止表示板を置きましょう。

●車内で救助を待つとき

・風で飛ばされている物に
  注意しましょう。

・重ね着や肌の露出を少
なくし、体温が低下し
ないようにしましょう。

ＪＡＦロードサービス
道路緊急ダイヤル

0570-00-8139　または＃8139（短縮ダイヤル）
＃9910（短縮ダイヤル）

・ＪＡＦロードサービス等、近くの住宅等に救助を求めましょう。
・近くに住宅等がないときは、
  警察・消防に連絡して救助を求めましょう。

［原則エンジン停止］ ［窓を開けていても危険］
一酸化炭素中毒を防ぐため、エンジン
を切ることが大切です。防寒着や毛布、
新聞紙などで体温の低下を防ぎましょう。やむを得ずエンジンをか
けるときは、排気管の出口を確実に開放しましょう。

風向きや窓の開き具合などによって
は、閉めているときよりも一酸化炭
素中毒の危険性が高くなることがあ
るので、注意しましょう。

被　害

雪が強い風で吹き上げられ、視界が真っ白になる現象です。視界不良（ホワイトアウト）
被　害

避難する時の
注意点

暴風雪による被害は、天気が急に変ったとき、特に多く発生しています。
テレビやラジオなどで悪天候が予想されていることを知ったときは、天気が良くても
油断することなく、最新の気象情報や道路情報などを十分確認しましょう。
暴風雪が予想されているときは、無理をせず外出は控えましょう。

暴風雪について

暴風雪が予想されたら不要不急の外出は避け、
暴風雪から身を守る行動をとりましょう。
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防災情報の伝達と入手 災害の記録（平成以降）

●避難指示などの発令情報
●避難所開設情報
●各種災害情報

●気象情報・注意報
●台風・洪水・土砂災害などの防災気象情報

●雨量情報　●水位情報　●ダム情報　　
●洪水予報　●水防警報　●ライブカメラ

メール配信システム「興部町お知らせメール」は、災害時における災害状況などの緊急情報
や、日ごろの防災情報、防犯・交通安全、行方不明者情報、町からのお知らせなどの安心安
全に関するさまざまな情報から、希望する情報を配信するサービスです。
（※ただし、緊急・防災情報は、ご登録いただいた全ての方に配信いたします）
このサービスは、メール・LINEを受信できる携帯電話やパソコン・スマートフォンをお持ちの
方であれば受信できますので、是非ご登録ください。電話、FAX、SMS（ショート・メッセージ・
サービス）については、役場総務課への申請が必要になります。

防災情報の伝達と入手

■北海道電力停電情報
https://teiden-info.hepco.co.jp/

住民の皆さん

北海道

気象庁 興部町災害対策本部 紋別地区消防組合

登録用アドレスは
こちらです。 t-okoppe@sg-p.jp 二次元

コード

LINEPC・スマートフォン
空メール 確認メール 本 登 録 登録完了

■北海道防災ポータル
（パソコン用）
https://www.bousai-hokkaido.jp/
（携帯電話・スマートフォン用）
http://i.bousai-hokkaido.jp/

■北海道土砂災害警戒情報システム
（パソコン用） https://www.njwa.jp/hokkaido-sabou/
（携帯電話用） http://www.njwa.jp/hokkaido-sabou/fp/
（スマートフォン用） https://www.njwa.jp/hokkaido-sabou/sp/

テレビのニュースや天気予報だけでなく、
データ放送では、気象情報や防災情報について
常時放送されています。

■網走地方気象台ホームページ
https://www.data.jma.go.jp/abashiri/
網走地方気象台

■興部町ホームページ
https://www.town.okoppe.lg.jp/cms/
興部町

■国土交通省「川の防災情報」
https://www.river.go.jp/index
「川の防災情報」

年　月　日 災害の
記録 災害の概要

平成4年
9月12日 台　風 台風19号による大雨により興部川支流が増水、床下浸水21件。

平成10年
9月16日

台　風
豪　雨

台風5号による大雨により各河川氾濫。河川決壊57箇所、道路損壊52箇所、橋梁損壊2箇所、住家
床上浸水29戸、同床下浸水68戸、牧草地への土砂流入及び水産関係被害等により被害総額52億
7,828万円。水道本管流出事故により興部・沙留市街全域が断水、自衛隊に出動を要請し、4日間
にわたり給水活動。

平成13年
9月10日～12日 台　風 台風15号による大雨により、河川決壊13箇所、道路決壊32箇所、林道決壊1箇所、約25haの草

地冠水被害。

平成16年
1月13日～16日 大　雪 日本海西部の低気圧により、最大風速15m/sを伴う総降雪量100cmの記録的な大雪。営農施設

39箇所が雪により崩壊する被害。

平成16年
9月8日～9日

台　風
暴　風

日本海沿いを北上した台風18号により、暴風による多くの家屋等の損壊が発生した他、電柱等
の倒壊・停電が各所で発生、復旧作業が追いつかず最大延べ3日に渡り停電となった。
施設被害計386件、農林水産業被害を含め、被害総額は7億円。

平成18年
10月7日～9日 低気圧

本州太平洋側の低気圧により、総雨量が118mmに達し、暴風と高潮警報が発表。興部川の水位
も特別警戒水位を越える6.23mに達し、土木施設災害、放牧地やデントコーンへの冠水、農業施
設破損、町有林の倒木、サケ定置網への大被害、公共施設の破損被害。

平成18年
11月15日 津　波 20時29分千島列島を震源とする地震により、 オホーツク海沿岸に津波警報が発表。21時30分

430世帯1,000人の避難勧告を発令、195名が避難。津波は紋別港の最大波0.4m。

平成19年
1月13日 津　波 13時36分北西太平洋を震源とする地震により、 オホーツク海沿岸に津波警報が発表。13時50

分250世帯600人の避難勧告を発令、142名が避難。津波は紋別港の最大波0.1m。

平成22年
2月27日 津　波 15時34分頃チリ中部沿岸を震源とする地震により、オホーツク海沿岸に津波注意報が発表。消防

のパトロール、避難所の開設準備を行った。

平成25年
3月2日～3日 暴風雪 発達した低気圧の通過により、正午頃から暴風雪となり、国道238号、239号線等の主要道路が

朝まで通行止め。沙留地区は立ち往生する車が相次ぎ、沙留公民館に45名が避難。

平成26年
8月5日 台　風 台風11号による大雨により、雨量が100mmに達し、町内で初めて土砂災害警戒情報が発表、床

下浸水6件、河川決壊2箇所、道路決壊2箇所の被害。

平成26年
12月16日～18日 暴風雪 発達した低気圧の通過により、風雪が強まり高波が発生、沙留海水浴場の炊事棟、トイレ棟が全

壊、擁壁が崩れた。

平成27年
10月2日 暴　風 発達した低気圧の通過により、早朝より暴風となり、倉庫等の破損、倒木の被害。

平成27年
10月8日～9日 台　風 台風23号による暴風雨により、サケ定置網が破損2億9千万円の被害。

平成28年
8月17日～24日 台　風

台風7号、11号、9号が北海道に連続して上陸、大きな被害をもたらした。1年に3つの台風が北海
道に上陸するのは観測史上初めて。
床上浸水１戸、床下浸水２戸、河川、道路に多くの被害が発生。

平成30年
9月6日～7日 地　震

北海道胆振地方を震源とする地震があり、震度７を観測。興部町で震度３を観測、震源地に近い
苫東厚真（とまとうあつま）火力発電所（北海道厚真町）が強い揺れで停止、離島を除く北海道全
域の停電被害があり、興部町でも学校、幼稚園、保育所が休園、一部地域で携帯電話が不通になる
等の被害が発生。

令和4年
12月23日～25日 暴風雪

発達した低気圧の通過による暴風雪のため、紋別市内で送電用鉄塔が倒壊、23日午後3時半ごろ
より町内全域で停電が発生、24日午前に復旧したものの、25日午前7時半ごろより遠軽町内で
の倒木により再び全町停電となり大きな影響を受けた。
冬期の停電のため興部、沙留地区で避難所を開設、137名が避難した。また、町内では着雪による
通信ケーブル、電線の切断が相次ぎ、インターネット、電話、電気等の復旧に1週間を要した。
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避難施設一覧避難施設一覧

指定緊急避難場所 災害発生後の一時避難場所として、学校のグラウンド・公園・公共施設などを指定しています。

指定避難所 災害による家屋の倒壊などで、居住場所を確保できなかった人たちの収容保護を目的として、物資の運
搬・集積・炊事・宿泊などの利便性を考慮したうえで、学校・公民館・公共建築物などを指定しています。

福祉避難所
災害発生時に一般の避難所での生活が困難な高齢者、障がい者、妊産婦、乳幼児などの特別な配
慮を必要とする方々を受け入れるために指定された施設です。
なお、福祉避難所は必要に応じて開設される二次的な避難所になっているため、最初から避難所と
して利用することは出来ません。

No

避 難 区 分

施設・場所名 所在地
電話番号

（市外局番
0158）

対象とする異常な現象の種類

指
定

避
難
所

指
定
緊
急

避
難
場
所

福
祉

避
難
所

洪
水

崖
崩
れ
、土
石
流

及
び
地
滑
り

地
震

津
波

❶ 興部公園 字興部1038-1（宮下町） — 〇 〇 〇 〇

❷ 興部町中央公民館 字興部222-3（仲町） 82-2552 〇 〇 〇

❸ 農業者トレーニング
センター 字興部216-3（仲町） 82-3875 〇 〇 〇

❹ 老人福祉センター 字興部230-11（仲町） 82-3136 〇 〇 〇

❺ 新泉町児童公園 字興部859-5（新泉町） — 〇 〇 〇

❻ 栄町児童公園 字興部739-2（栄町） — 〇 〇 〇

❼ 総合センター 字興部741-37（栄町） 82-3030 〇 〇 〇

❽ 興部小学校
グラウンド 字興部745（緑ヶ丘） — 〇 〇 〇

❾ 興部小学校 字興部745（緑ヶ丘） 82-2039 〇 〇 〇

� 緑ヶ丘児童公園 字興部754-9（緑ヶ丘） — 〇 〇 〇

� 興部中学校
グラウンド 字興部104-１（春日町） — 〇 〇 〇 〇

No

避 難 区 分

施設・場所名 所在地
電話番号

（市外局番
0158）

対象とする異常な現象の種類

指
定

避
難
所

指
定
緊
急

避
難
場
所

福
祉

避
難
所

洪
水

崖
崩
れ
、土
石
流

及
び
地
滑
り

地
震

津
波

� 興部中学校 字興部104-1（春日町） 82-2063 〇 〇 〇 〇

� 北海道興部高等学校
グラウンド 字興部125-1（春日町） — 〇 〇 〇 〇

� 北海道興部高等学校 字興部125-1（春日町） 82-2316 〇 〇 〇 〇

� 春日町児童公園 字興部84-36（春日町） — 〇 〇 〇 〇

� 北興研修センター
（北興会館） 字北興114-4（北興） — 〇 〇 〇

� 宇津集落センター 字宇津91-1（宇津） 82-2584 〇 〇 〇

� 秋里集落センター 字秋里763（秋里） 82-3767 〇 〇 〇

� 豊野集落センター 字豊野474-6 （豊野） 82-3829 〇 〇 〇

� 沙留公園 字沙留295-1（沙留旭町） — 〇 〇 〇 〇

� 沙留西町構造改善センター
（沙留西町会館） 字沙留446-9（沙留西町） — 〇 〇 〇 〇

� 沙留公民館 字沙留328（沙留旭町） 83-2659 〇 〇 〇 〇

� 農業者等健康増進施設
（沙留トレーニングセンター） 字沙留328-6（沙留旭町） 83-2659 〇 〇 〇 〇

� 沙留小学校
グラウンド 字沙留328（沙留旭町） — 〇 〇 〇 〇

� 沙留小学校 字沙留328（沙留旭町） 83-2004 〇 〇 〇 〇

� しおさい公園 字沙留959-7（沙留旭町） — 〇 〇 〇 〇

� 住吉老人寿の家 字住吉75-2（住吉） 83-2270 〇 〇 〇

� 富丘福祉の家 字富丘233（富丘） 83-2279 〇 〇 〇 〇

� 福祉保健総合センター
「きらり」 字興部138-1（東町） 82-4120 〇 〇 〇



家族の集合場所
氏　名 避難場所・避難所 連絡方法

家族の連絡先及び医療情報
氏　名

型

型

型

型

型

続柄 血液型生年月日電話番号（自宅・携帯）電話番号（会社・学校） 医療情報（持病・アレルギー・常備薬）

親族・知人

緊急ダイヤル

氏　名 電話番号間柄

災害用伝言ダイヤル「171」
伝言を残すには

伝言を聞くには

消防へ火事・救急・
救助の連絡

警察へ事件・
事故の連絡

海上の事件・
事故の連絡

かかりつけ医療機関
医療機関名 電話番号

被災地の電話番号、携帯電話などの電話番号
伝言を残す

伝言を聞くに電話する をダイヤルする

※市外局番からダイヤルしてください

を押す

非常時・緊急時に連絡してほしい方や、利用してもらいたい、わが家の情報です。
災害時に救助の方や、緊急時に救急隊・医療機関などに情報を提供します。

災害時には電話がつながりにくくなります
「171」に電話をかけると、伝言の録音や再生ができます

わが家の「緊急・医療情報」防災メモ

この防災ハザードマッ
プは公益財団法人北
海道市町村振興協会
（サマージャンボ宝くじ
の収益金）の助成を受
けて作成しています。

発行  興部町
「この地図は、興部町長の承認を得て、同町発行の2,500分の1の都市計画図を使用し、調製したものである。
（測量法第44条に基づく成果使用承認令和2年興建第120号）」
本書に掲載した情報は、2025年1月時点での公表データに基づいて作成した。

TEL 0158-82-2131
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